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SLK; KIAA0204; STK2; STE20-like serine/threonine-protein kinase; STE20-like kinase; hSLK;
CTCL tumor antigen se20-9; STE20-related serine/threonine-protein kinase; STE20-related
kinase; Serine/threonine-protein kinase 2
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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能:アポトーシスおよびアクチンストレスファイバーの溶解を媒介します。,PTM:自己リン酸化。DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,PTM:カスパーゼ3によってタンパク質分解的に切断されます。,配列注意:汚染配列。位置422から始まる潜在的なポリA配列。,配列注意:汚染配列。位置611から始まる潜在的なポリA配列。,配列注意:汚染配列。位置614から始まる潜在的なポリA配列。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。STE20サブファミリー。,類似性:1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性:1つのUVRドメインを含みます。,組織特異性:普遍的に発現します。最も高い発現は心臓と骨格筋で確認されています。,触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：アポトーシスとアクチンストレスファイバーの溶解を媒介します。,PTM：自己リン酸化。DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,PTM：カスパーゼ3によってタンパク質分解的に切断されます。,配列注意：コンタミネーション配列。位置422から始まる潜在的なポリA配列。,配列注意：コンタミネーション配列。位置611から始まる潜在的なポリA配列。,配列注意：コンタミネーション配列。位置614から始まる潜在的なポリA配列。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 STE20サブファミリー。,類似性:1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性:1つのUVRドメインを含む。,組織特異性:普遍的に発現。最も高い発現は心臓と骨格筋で認められる。,
	研究分野
	卵母細胞減数分裂;
	画像データ
	

	SLK抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SLK抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SLK抗体を用いたCOLO205細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したSLKポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

